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地方創生拠点としての利便性向上や、災害時の広域的な防災や復
旧・復興拠点としての機能強化を図る必要があります。

高速道路ICアクセスが向上した工業団地および

工業適地が8箇所増えました！

指標1 「道の駅」川場田園プラザの利用者数

群馬県社会資本総合整備計画（平成２８年度 ～ 令和２年度）

地方創生拠点と防災拠点の形成のための「道の駅」整備と機能向上の推進

R元年度末時点で、全ての「道の駅」において、指標である利用者数
の目標値を達成することができた。(R2年度の減少は新型コロナウイ
ルス感染症の影響によるもの)

「道の駅」は、２４時間利用可能なトイレや駐車場を提供する

【休憩機能】、地域の情報を発信する【情報発信機能】、まちとま

ちが手を結んで活力ある地域づくりを行うための【地域の連携機

能】の３つの機能を併せ持つ休憩施設です。平成２６年度より、地

域活性化の拠点となる「道の駅」を国土交通大臣が選定し、重点的

に支援する取組が始まり、県内では全国モデル「道の駅」として

「川場田園プラザ」が、重点「道の駅」として、「上野」及び「し

もにた」が選定されています。また、近年では「道の駅」を核にし

た地方創生の拠点及び災害時の広域的な防災や復旧・復興拠点とし

ての機能に注目が集まっています。
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群馬県の現状 成果と達成度報告

指標１：「道の駅」川場田園プラザの利用者数

目標 実績 増減

当初値（H27年） 180万人

実績値(R元年) 215万人 当初値より35万人増加

目標値（R2年末） 200万人 181万人 当初値より1万人増加

地域創生拠点である「道の駅」の更なる利便性の向上を図るとと
もに、防災拠点としての機能の増加を図ります。

指標２：「道の駅」上野の利用者数

目標 実績 増減

当初値（H27年） 5.8万人

実績値(R元年) 12万人 当初値より6.2万人増加

目標値（R2年末） 7万人 10万人 当初値より4.2万人増加

指標３：「道の駅」しもにたの利用者数

目標 実績 増減

当初値（H27年） 14万人

実績値(R元年) 22万人 当初値より8万人増加

目標値（R2年末） 18万人 17万人 当初値より3万人増加

指標2 「道の駅」上野の利用者数

指標3 「道の駅」しもにたの利用者数



事例① 「道の駅」川場田園プラザ 事例② 「道の駅」上野

個室数を増やし、照明を明るくすることに
よって、利用者が使いやすい施設になり
ました。

個室が少なく、照明も暗く利用しづらいト
イレでした。

駐車場を広くすることによって、「休憩機
能」が拡充され、また、防災拠点としての
機能も強化されました。

駐車場が狭く、「道の駅」としての「休憩
機能」が充分に提供できていない状態で
した。

箇所名：
利根郡川場村大字萩室

■位置図

■整備効果

■位置図

■整備効果

整備効果事例

箇所名：
多野郡上野村大字勝山
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群馬県社会資本総合整備計画（平成２８年度 ～ 令和２年度）

地方創生拠点と防災拠点の形成のための「道の駅」整備と機能向上の推進

整備前整備後整備前 整備後



事例① 「道の駅」しもにた

箇所名：
甘楽郡下仁田町大字馬山

■位置図

■整備効果

整備効果事例
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群馬県社会資本総合整備計画（平成２８年度 ～ 令和２年度）

地方創生拠点と防災拠点の形成のための「道の駅」整備と機能向上の推進

整備前 整備後

駐車場を広くすることによって、「休憩機
能」が拡充され、また、防災拠点としての
機能も強化されました。

駐車場が狭く、「道の駅」としての「休憩
機能」が充分に提供できていない状態で
した。


